
１ 議 事 日 程 

   〔平成20年太宰府市議会 予算特別委員会〕 

                                    平成20年２月27日 

                                    午後 １ 時 00 分 

                                    於 全員協議会室 

 日程第１ 議案第34号 平成20年度太宰府市一般会計予算について 

 日程第２ 議案第35号 平成20年度太宰府市国民健康保険事業特別会計予算について 

 日程第３ 議案第36号 平成20年度太宰府市老人保健特別会計予算について 

 日程第４ 議案第37号 平成20年度太宰府市後期高齢者医療特別会計予算について 

 日程第５ 議案第38号 平成20年度太宰府市介護保険事業特別会計予算について 

 日程第６ 議案第39号 平成20年度太宰府市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算について 

 日程第７ 議案第40号 平成20年度太宰府市水道事業会計予算について 

 日程第８ 議案第41号 平成20年度太宰府市下水道事業会計予算について 

２ 出席委員は次のとおりである（２０名）        

  委 員 長  清 水 章 一 議員      副委員長  安 部   陽 議員 

  委  員   田 久美子 議員      委  員  藤 井 雅 之 議員 

    〃    長谷川 公 成 議員        〃    渡  美 穂 議員 

    〃    後 藤  晴 議員        〃    力 丸 義 行 議員 

    〃    橋 本   健 議員        〃    中 林 宗 樹 議員 

    〃    門 田 直 樹 議員        〃    小  道 枝 議員 

    〃    安 部 啓 治 議員        〃    大 田 勝 義 議員 

    〃    佐 伯   修 議員        〃    村 山 弘 行 議員 

    〃    田 川 武 茂 議員        〃    福 廣 和 美 議員 

    〃    武 藤 哲 志 議員        〃    不 老 光 幸 議員 

３ 欠席委員は次のとおりである 

   な   し 

４ 太宰府市議会委員会条例第18条により説明のため出席した者の職氏名（１９名） 

  市    長  井 上 保 廣        副  市  長  平 島 鉄 信 

  教  育  長  關   敏 治        総 務 部 長  石 橋 正 直 

          三 笠 哲 生        市民生活部長  関 岡   勉 協 働のま ち 
推進担当部長 

  健康福祉部長  松 永 栄 人                村 尾 昭 子 
子 育て支 援
担 当 部 長 

  建設経済部長  富 田   譲                古 川 泰 博 会計管理者併
上下水道部長 

  教 育 部 長  松 田 幸 夫        監査委員事務局長  木 村   洋 

  総務・情報課長  木 村 甚 治        経営企画課長  今 泉 憲 治 

  市 民 課 長  武 藤 三 郎        福 祉 課 長  新 納 照 文 
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  都市計画課長  神 原   稔        上下水道課長  宮 原 勝 美 

  教 務 課 長        井 上 和 雄 

５ 職務のため委員会に出席した事務局職員の職氏名（３名） 

  議会事務局長  白 石 純 一        議 事 課 長        田 中 利 雄 

  書    記  花 田 敏 浩 

        

 

 

 

 

 

 

－2－ 



              開会 午後１時00分 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

○委員長（清水章一委員） ただいまから予算特別委員会を開会します。 

 本日の予算特別委員会は各会計の概要説明とし、各委員からの質疑は３月13日及び17日に行

います。 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

  日程第１ 議案第３４号 平成２０年度太宰府市一般会計予算について 

○委員長（清水章一委員） 日程第１、議案第34号「平成20年度太宰府市一般会計予算について」

説明を求めます。 

 総務部長。 

○総務部長（石橋正直） 平成20年度太宰府市一般会計予算についてご説明いたします。 

 平成20年度予算編成の基本的な考え方、主な事業につきましては、施政方針の中で市長が述

べられておりますので、ここでは当初予算説明資料により説明させていただきます。 

 これ、予算説明資料です。 

 なお、平成20年度の予算書は、経費節減のため職員みずから手づくりで作成しておりますの

で、多少見にくい部分もございますがご了承いただきたいと思います。また、今回の予算説明

資料につきましては、昨年度の当初予算が骨格予算でありましたので、前年度比較は実質的な

当初予算であります６月補正後の肉付け予算との比較で行っておりますので、あらかじめご了

承ください。 

 それでは、お配りしております当初予算説明資料に沿って説明させていただきます。 

 まず、予算説明資料１ページの予算総括表をお開きください。 

 平成20年度の一般会計予算総額は182億299万3,000円で、前年度と比較しますと5億5,194万

3,000円、率にいたしますと2.9％の減となっております。 

 次に、資料２ページの歳入についてご説明申し上げます。 

 まず、１款市税につきましては、総額80億3,399万3,000円を計上いたしております。前年度

と比較いたしますと、1億586万円の減となっております。 

 内訳は、説明資料の６ページになります。 

 個人市民税は、平成19年度に定率減税の縮減などの税制改正によりまして前年度より８億円

程度の増を見込んでおりましたが、決算見込みでは歳入見込みを２億円ほど下回りましたの

で、平成20年度は前年度予算より1億7,964万2,000円、4.8％の減になると見込んでおります。

法人市民税は企業収益に改善の兆しが見え、5,758万6,000円、11.5％の増、固定資産税は

2,785万5,000円、0.9％の増になると見込んでおります。 

 説明資料の２ページに戻りまして、２款地方譲与税は、平成19年度の決算見込みから推計い

たしまして1,557万円減となる見込みです。 

 なお、道路特定財源におけます暫定税率による上乗せ分、太宰府市で1億3,000万円ほど、自
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動車重量譲与税8,000万円の減、地方道路譲与税1,000万円の減、自動車取得税交付金4,000万

円減となりますが、今回につきましては減額せずに予算化しております。 

 ３款利子割交付金は、高金利預金の払い戻しも一段落し、平成19年度の決算見込みから推計

いたしまして3,130万円減となる見込みです。 

 次に、９款地方特例交付金でありますが、平成20年度から新たに適用される個人住民税にお

ける住宅ローン控除分の減収補てん特例交付金が新設されることとなり、前年度より3,656万

8,000円の増を見込んでおります。 

 次に、10款地方交付税でありますが、地方税偏在是正による財源を活用した地方再生対策費

の創設によりまして1.5％増の28億5,487万8,000円と前年度より4,287万8,000円の増を見込ん

でおります。 

 内訳は、普通交付税が7,987万8,000円増の25億2,187万8,000円、特別交付税は前年度より

3,700万円減の3億3,300万円と見込んでおります。 

 また、交付税の不足分を補てんする臨時財政対策債の発行は、前年度より3,570万2,000円減

額されておりますが、普通交付税と臨時財政対策債を合わせますと前年度より4,417万6,000円

の増となっております。 

 18款繰入金は24％減の2億6,975万6,000円と前年度より8,529万9,000円減少しております。 

 なお、今年度も当初予算で財源不足額の補てんとしての財政調整資金の繰り入れは行ってお

りません。 

 次に、21款の市債でございますけれども、2.5％増の15億7,659万8,000円で、前年度とほぼ

同程度でありまして、30億円ほどの公債費を下回っております。 

 主なものとしましては、史跡地購入事業債７億円、臨時財政対策債5億5,429万8,000円、そ

の他緑地公有化事業、通古賀地区整備事業、地域再生基盤強化事業、公園新設事業、小学校施

設整備事業などで借り入れを予定いたしております。 

 なお、平成20年度末の市債残高は、平成19年度末見込み額より約10億8,000万円減少しまし

て、208億円程度を見込んでおります。 

 資料の４ページから６ページには、自主財源、依存財源の構成比、市税の状況をグラフで示

しておりますので、ご参照ください。 

 次に、歳出についてご説明を申し上げます。 

 ８ページの性質別内訳でご説明いたします。 

 義務的経費のうち人件費は、職員の大量退職が始まりましたが、必要最小限の採用に抑える

ことによって前年度に比べて1億4,987万1,000円減となりました。 

 扶助費は、児童手当、児童扶養手当、生活保護費及び乳幼児医療費などの増加により

5,066万6,000円増加いたしております。 

 公債費は、ここ数年の財源不足により多額の赤字地方債を発行していることから、将来の市

債残高、公債費の推移など後年度の財政運営に及ぼす影響を的確に把握し、公債費の増加によ
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る財政硬直化を避けることが必要であると考え、平成19年度に行いました繰上償還等の影響に

より1億8,847万4,000円減少いたしております。 

 したがいまして、人件費、扶助費、公債費の義務的経費総額では2億8,767万9,000円減少い

たしております。 

 次に、物件費は、2億1,946万9,000円減少しております。これは、参議院、県知事、市長、

市議などの選挙の終了、健診事業を保険者が行うこととなったことによる健診費用の減、区画

整理事業の終息、その他後期高齢者システム、じん芥収集関係消耗品、中学校ランチサービス

備品購入費などの削減によるものであります。 

 補助費等は、大野城太宰府環境施設組合負担金や下水道会計への補助金が減少したものの、

新たに福岡県後期高齢者医療広域連合負担金が発生したことにより、2億1,059万9,000円の増

となっております。 

 普通建設事業費につきましては、佐野土地区画整理事業、通古賀地区都市再生整備事業が減

少しておりますが、地域再生基盤強化事業、高雄公園新設工事、耐震補強のための小学校施設

整備及び水城西学童保育所新設工事などにより1億4,720万1,000円増加いたしております。 

 災害復旧事業費につきましては、平成19年度で終了しましたので、2,946万6,000円減少いた

しております。 

 最後に、繰出金につきましては、公共用地先行取得事業特別会計が平成19年度で終了したこ

とと、後期高齢者医療制度の発足により老人保健特別会計への繰出金が減少したために4億

401万3,000円の減となっております。 

 平成20年度の主な事業につきましては、資料の９ページから14ページに総合計画の主要項目

ごとに掲載いたしておりますので、あわせてご参照いただきますようお願い申し上げます。 

 簡単ではございますが、歳出については以上でございます。 

 終わりになりますが、議会議員の皆様のご指導とご協力をお願いいたしますとともに、よろ

しくご審議賜りますよう重ねてお願い申し上げまして平成20年度当初予算案の概要についての

説明を終わらせていただきます。 

○委員長（清水章一委員） 説明は終わりました。 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

  日程第２ 議案第３５号 平成２０年度太宰府市国民健康保険事業特別会計予算について 

○委員長（清水章一委員） 次に、日程第２、議案第35号「平成20年度太宰府市国民健康保険事業

特別会計予算について」説明を求めます。 

 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（松永栄人） 続きまして、平成20年度太宰府市国民健康保険事業特別会計予算に

ついてご説明申し上げます。 

 予算書は235ページからでございます。 

 歳入歳出予算総額は62億2,854万6,000円と、前年度当初予算額に比べまして1億3,890万
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2,000円、2.2％減となっております。 

 まず、歳入でございますが、予算書では241ページでございます。 

 歳入の主なものとしまして、１款の国民健康保険税につきましては、老人保健該当者の方が

後期高齢者医療制度へ移行され、国民健康保険被保険者は減少いたしますが、国民健康保険税

が医療保険分と介護保険分の二本立てから医療分を医療分と後期高齢者支援金等分に分けた三

本立てになります。また、本市の国民健康保険財政につきましては、医療費の増嵩に伴い、平

成18年度赤字決算となり、平成19年度におきましても財政状況はさらに厳しさを増しておりま

すことから、国民健康保険税率の見直しをさせていただいております。 

 予算書241ページ、４款療養給付費交付金につきましては、平成26年度までは経過措置とし

て65歳未満の方は残りますが、退職者医療制度が基本的には廃止されますことから、13億

3,462万8,000円、対前年度比79.9％の大幅減を見込んでおります。 

 ５款前期高齢者交付金は、新たな交付金でございますが、退職者医療制度が基本的に廃止さ

れますが、それにかわり65歳から74歳までの前期高齢者の医療にかかわる財政調整としまして

11億211万6,000円を計上させていただいております。 

 ７款共同事業交付金につきましては、対前年度比1億2,306万円増の6億8,735万1,000円を計

上いたしております。 

 また、９款繰入金につきましては、法定繰入金として一般会計繰入金3億7,928万7,000円を

計上いたしております。 

 次に、242ページの歳出でございますが、２款保険給付費では、経過的に継続されます退職

費被保険者等の医療費の増嵩が継続しておりますことから、対前年度比2.5％増の41億697万

6,000円を計上いたしております。 

 ３款後期高齢者支援金等につきましては、歳入でご説明いたしました老人保健制度にかわり

ます後期高齢者医療制度への拠出金としまして6億9,373万6,000円を計上しております。 

 ５款老人保健拠出金につきましては、過年度分の精算金のみの拠出になりますことから、対

前年度比81.4％大幅減の2億2,718万円を計上しております。 

 ６款介護納付金につきましても、介護保険第２号被保険者の減少に伴い、対前年度比9.4％

減の2億8,814万4,000円を計上いたしております。 

 また、８款保健事業費につきましては、本年４月から各医療保険者に40歳から74歳の各被保

険者等を対象に生活習慣病の予防に着目した特定健康診査、特定保健指導の実施が義務づけら

れましたことから、その費用を計上させていただいております。 

 以上が歳入歳出の主なものでございますが、国民健康保険は国民皆保険を支える制度として

住民の健康と医療の確保を図るという基盤的な役割を担っております。しかしながら、今後団

塊の世代の大量退職が見込まれますことや医療の高度化等により医療費の増加は必至であり、

財政運営は依然として厳しい状況が継続するものと考えております。さらには、大幅な医療制

度改革が行われ、健康保険会計制度及び医療制度はますます複雑化しておりますが、国の動向
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を十分に把握しながら国保運営を進めてまいりたいと考えております。よろしくご審議、ご承

認賜りますようお願い申し上げます。 

 以上でございます。 

○委員長（清水章一委員） 説明は終わりました。 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

  日程第３ 議案第３６号 平成２０年度太宰府市老人保健特別会計予算について 

○委員長（清水章一委員） 次に、日程第３、議案第36号「平成20年度太宰府市老人保健特別会計

予算について」説明を求めます。 

 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（松永栄人） 次に、平成20年度太宰府市老人保健特別会計予算につきましてご説

明申し上げます。 

 予算書は273ページからでございます。 

 平成20年度当初予算につきましては、歳入歳出予算総額を5億1,040万4,000円、対前年度当

初予算費91.4％減にて計上いたしております。これは、平成20年４月からの後期高齢者医療制

度創設により老人保健制度が廃止されるため、大幅な減額となるものです。 

 それでは、276ページ、歳入予算からご説明いたします。 

 １款の支払基金交付金は28億5,090万円減の2億7,110万2,000円、２款の国庫支出金は16億

4,500万円減の1億5,500万1,000円、３款の県支出金は4億1,125万円減の3,875万1,000円、４款

の繰入金は4億5,977万7,000円減の4,521万4,000円を一般会計から繰り入れております。 

 歳出予算の主なものでございますが、２款医療諸費を53億2,725万1,000円減の4億9,506万

9,000円計上いたしております。 

 予算額といたしましては、歳入歳出とも前年度より９割減となっておりますが、老人保健制

度が平成19年度で廃止されることにより、主に３月分の医療費の支払いに伴うものとなってお

ります。 

 なお、老人保健特別会計は、今後医療費が確定するまでの３年間は維持をし、その後清算を

いたします。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

 以上でございます。 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

  日程第４ 議案第３７号 平成２０年度太宰府市後期高齢者医療特別会計予算について 

○委員長（清水章一委員） 次に、日程第４、議案第37号「平成20年度太宰府市後期高齢者医療特

別会計予算について」説明を求めます。 

 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（松永栄人） 次に、平成20年度太宰府市後期高齢者医療特別会計予算についてご

説明申し上げます。 

 現行の老人保健制度から本年４月１日より後期高齢者医療制度に移行することに当たり、高
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齢者の医療の確保に関する法律第49条の規定に基づき、太宰府市後期高齢者医療特別会計を新

設するものでございます。 

 これは、保険者である福岡県後期高齢者医療広域連合が行う事務の中で後期高齢者医療保険

料の徴収事務及び受け付け事務が市町村事務と位置づけられたことによるものです。 

 予算書は289ページからでございます。 

 平成20年度の歳入歳出予算総額は7億8,228万4,000円を計上いたしております。 

 歳入の主なものは、予算書290ページの１款保険料の6億5,458万円、３款一般会計繰入金の

1億2,769万7,000円であります。 

 歳出の主なものは、予算書291ページの総務費の7億7,827万6,000円。それと、299ページで

ございますが、保険者である広域連合へ収納した保険料6億5,458万円並びに保険基盤安定制度

繰入金8,750万7,000円及び事務費負担金として1,875万2,000円を負担するものでございます。

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

 以上でございます。 

○委員長（清水章一委員） 説明は終わりました。 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

  日程第５ 議案第３８号 平成２０年度太宰府市介護保険事業特別会計予算について 

○委員長（清水章一委員） 次に、日程第５、議案第38号「平成20年度太宰府市介護保険事業特別

会計予算について」説明を求めます。 

 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（松永栄人） 次に、平成20年度太宰府市介護保険事業特別会計予算についてご説

明申し上げます。 

 予算書は305ページからとなっております。 

 まず、本市の介護保険の対象者の現状でございますが、本年１月末現在で65歳以上の第１号

被保険者世帯は9,498世帯、被保険者総数1万3,247人です。昨年同月末と比較いたしますと、

372世帯、541人の増となっております。 

 平成20年度予算の歳入歳出の総額は34億1,561万6,000円で、前年度当初予算の33億2,139万

1,000円に比べまして9,422万5,000円の増となり、伸び率は2.8％となっております。 

 国庫負担金、支払基金交付金、県支出金及び繰入金につきましては、歳出の保険給付費に見

合う負担割合により予算額を計上いたしております。 

 それでは、歳入の主なものをご説明申し上げます。 

 311ページでございます。 

 １款第１号被保険者の保険料は、今年度7億555万9,000円を計上いたしております。前年度

2.9％増、1,962万6,000円の増となっております。 

 ２款国庫支出金は、6億8,532万7,000円を計上いたしております。 

 ３款支払基金交付金は、40歳から64歳までの第２号被保険者の保険料で、前年度2.9％増、
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2,777万4,000円を増額し、9億8,821万6,000円を計上いたしております。 

 ４款県支出金は、前年度の2.9％増、1,404万4,000円を増額し、4億9,198万8,000円を計上い

たしております。 

 ６款の繰入金は、前年度の13.6％増、731万円を増額し、5億4,441万9,000円を計上いたして

おります。 

 次に、歳出の主なものをご説明申し上げます。 

 312ページでございます。 

 ２款保険給付費につきましては、前年度の2.92％増、8,997万6,000円を増額し、31億

7,124万8,000円を計上いたしております。 

 ４款地域事業費につきましては、前年度の10.5％増、695万2,000円を増額し、7,340万

1,000円を計上いたしております。 

 ５款公債費につきましては、第１期と第２期に借り入れました財政安定化基金償還元金とし

て3,226万2,000円を計上いたしております。 

 以上が平成20年度介護保険事業特別会計予算の主な内容でございます。新年度につきまして

は、平成19年度の実績を踏まえ、第３期介護保険事業計画に沿った形で予算の計上を行ってお

ります。 

 今後も介護サービス利用者の増加、さらなる高齢化の進行が予測される中、本市におきまし

ては介護保険制度に適切に対応し、高齢者ができるだけ住みなれた地域で安心して生活できる

よう円滑な事業運営に努めてまいります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

 以上でございます。 

○委員長（清水章一委員） 説明は終わりました。 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

  日程第６ 議案第３９号 平成２０年度太宰府市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算につい 

              て 

○委員長（清水章一委員） 次に、日程第６、議案第39号「平成20年度太宰府市住宅新築資金等貸

付事業特別会計予算について」説明を求めます。 

 市民生活部長。 

○市民生活部長（関岡 勉） 議案第39号「平成20年度太宰府市住宅新築資金等貸付事業特別会計

予算について」ご説明申し上げます。 

 予算書347ページから358ページをご参照ください。 

 平成20年度の歳入歳出予算につきましては、総額792万8,000円で、前年度比7.7％の減とな

っております。予算総額が減額となりましたのは、歳出における公債費の償還が8.3％減少し

たことによるもので、歳入の住宅新築資金等貸付補助金が昨年比49万円減少し、さらには基金

からの繰入金29万2,000円を減額しています。 

 景気回復が混沌としている中、地区の生活実態は依然として厳しい状況にあります。貸付償
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還の向上につきましては、夜間の家庭訪問等を行っているところであります。今後の償還促進

に当たっては、連帯保証人への償還や法的措置を視野に入れた対応を図っていきたいと考えて

おります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げ、説明を終わります。 

○委員長（清水章一委員） 説明は終わりました。 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

  日程第７ 議案第４０号 平成２０年度太宰府市水道事業会計予算について 

○委員長（清水章一委員） 次に、日程第７、議案第40号「平成20年度太宰府市水道事業会計予算

について」説明を求めます。 

 上下水道部長。 

○上下水道部長（古川泰博） 表紙の水色の分でございます。 

 平成20年度太宰府市水道事業会計予算について、その概要をご説明いたします。 

 予算書１ページの業務の予定量等につきましては、本会議での市長の提案理由説明と重複い

たしますので、４ページの事項別明細書から、その主なものについてご説明をいたします。 

 予算第３条に定めます経営予算の収益的収入及び支出でありますが、収入総額を前年度比

2.0％減の12億2,210万1,000円、支出総額を2.2％減の11億6,753万8,000円といたしておりま

す。差し引き5,456万3,000円、税抜きにしますと損益収支では4,984万1,000円の純利益を予定

いたしております。 

 １項１目営業収益の根幹を占めます給水収益につきましては、平成19年度決算見込み数値を

もとに前年度比1,568万3,000円、1.5％増の10億8,211万8,000円を予定いたしております。 

 ２項２目営業外収益の加入負担金につきましては、通古賀及び吉松東区画整理事業が終了

し、前年度比32.8％減の8,446万2,000円を予定いたしております。 

 続きまして、予算書５ページ、１項営業費用につきましては、10億9,608万5,000円で、前年

度比826万7,000円、0.7％減少いたしておりますが、その主な要因につきましては、福岡地区

水道企業団への受水費の減等によるものです。 

 ２目大佐野浄水場原水及び浄水費1,737万2,000円、3.6％減でございます。 

 なお、平成20年度は前年度同様１日最大供給能力、1万8,900で給水をしてまいります。 

 ９ページの２項営業外費用につきましては、6,075万3,000円で、前年度比911万9,000円、

13.1％減少しておりますが、主な要因につきましては１目の企業債支払い利息の減によるもの

でございます。 

 次に、10ページ、11ページの予算第４条に定めます建設予算の資本的収入及び支出につきま

しては、収入総額は5億1,195万3,000円で、前年度比3億6,470万7,000円、247.7％の大幅減と

なっております。これは、主に平成18年度に購入いたしました２年国債が満期を迎えることに

伴いまして、その売却代金4億9,990万円を計上いたしております。 

 11ページ支出総額は、9億2,271万9,000円で、前年度比4億1,288万8,000円、81.0％の大幅増

となっておりますが、これは主として資金の効率運用を図るための有価証券への投資、５億円
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を計上したことによるものでございます。 

 なお、平成20年度建設改良事業の主なものにつきましては、第６次拡張事業、配水管新設工

事、国道旧３号線横断布設替工事、それから貝出及び五条雨水幹線の関係配水管布設替工事等

を予定をいたしております。 

 以上で概要説明を終わりますが、12ページに資金計画、13ページから17ページに給与費明細

書、17ページに債務負担行為に関する調書、18ページから21ページにつきましては予定損益計

算書及び予定貸借対照表をつけております。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げま

す。 

 以上でございます。 

○委員長（清水章一委員） 説明は終わりました。 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

  日程第８ 議案議４１号 平成２０年度太宰府市下水道事業会計予算について 

○委員長（清水章一委員） 次に、日程第８、議案第41号「平成20年度太宰府市下水道事業会計予

算について」説明を求めます。 

 上下水道部長。 

○上下水道部長（古川泰博） 表紙の黄色の分でございます。 

 平成20年度太宰府市下水道事業会計予算について、その概要をご説明いたします。 

 予算書１ページの業務予定量等につきましては、本会議での市長の提案理由説明と重複いた

しますので、４ページの事項別明細書からその主なものについてご説明をいたします。 

 予算第３条に定めます経営予算の収益的収入及び支出でございますが、収入総額を前年度比

2.4％減の16億5,249万8,000円、支出総額を4.7％減の15億6,735万3,000円といたしておりま

す。差し引き8,514万5,000円、税抜きにいたしますと、損益収支につきましては7,701万

5,000円の純利益を予定いたしております。 

 １項営業収益の根幹を占めます下水道使用料につきましては、前年度比1,284万6,000円、

1.1％増の11億8,459万2,000円を予定いたしております。 

 ２項営業外収益は5,517万1,000円、13.4％減少しておりますが、これは主に一般会計補助金

の減によるものでございます。 

 ５ページからの支出につきましては、１項営業費用は10億1,833万円で、前年度比451万

6,000円、0.4％減少いたしておりますが、主な要因につきましては、１目管渠費の修繕費、３

目の業務費の人件費の減によるものでございます。 

 ７ページの２項営業外費用は5億3,807万3,000円で、企業債支払い利息の減により前年度比

7,133万2,000円、11.7％減少いたしております。 

 次に、８ページから10ページの第４条に定めます建設予算の資本的収入及び支出につきまし

ては、収入総額は29億5,562万円で、前年度比20億25万6,000円、209.4％増加しております

が、これは主として繰上償還に係る借換債17億9,300万円を計上したことによるものでござい
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ます。１項企業債の増であります。 

 ９ページの支出総額は35億2,123万5,000円で、前年度比21億4,321万3,000円、155.5％増加

いたしております。これは、平成20年度に17億9,330万円を繰上償還することに伴う２項の企

業債償還金の増によるものでございます。平成20年度は６％台の下水道事業企業債を対象に申

請をいたしております。繰上償還額及びさきに収入でご説明いたしました資金調達としての借

換債を計上いたしているものでございます。 

 なお、平成20年度の建設改良事業の主なものにつきましては、北谷地区下水道実施設計及び

築造工事、五条及び貝出雨水幹線築造工事、水城一丁目汚水管築造工事等を予定いたしており

ます。 

 以上で概要説明を終わりますが、11ページに資金計画、12ページから15ページに給与費明細

書、16ページに債務負担行為に関する調書、17ページから20ページに予定損益計算書及び予定

貸借対照表をつけております。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

 以上でございます。 

○委員長（清水章一委員） 説明は終わりました。 

 次回は、３月13日木曜日午前10時から再開をいたします。 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

○委員長（清水章一委員） 以上をもちまして本日の予算特別委員会を散会します。 

              散会 午後１時38分 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 
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